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   ☆連絡先 

独立行政法人海洋研究開発機構  

海洋工学センター 研究船運航部 運航グループ 

 住所：〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15 

 TEL：046-867-9913／9914／9916／9917／9918 

 FAX：046-867-9215 

 E-mail：sod-rsd@jamstec.go.jp 
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船舶名　「　　　　　　　　　　　　　　　　」　積込品一覧表

行動番号 1 船舶への持ち込み物品のうち、調査観測機材・高価な物（20万円以上）および、外国製品は全て記入して下さい。

2 外航時は、英名・形式・メーカー名・シリアルナンバー・経路は、必ず記入してください。（シリアル不明場合は、自作し機器に貼り付けてください。）
3 経路の欄には、下記経路の番号を記入して下さい。

1：日本⇨日本　2：日本⇨外地　3：外地⇨日本　4：日本⇨海洋や海底に設置　5：海洋や海底から回収⇨日本　6：外地⇨外地
所　属 例）センター岸壁にて積込み、そのまま持ち帰る機材→1，センター岸壁にて積込み、外国で下船し航空機の手荷物として日本に持ち帰る→2

　　航空機の手荷物として海外へ持出し、外国で船に積込み日本に帰る→3，

名　前 4 外国で船舶に陸揚（or搭載）する機材については、空港での手続きは各自で行って下さい。
5 外国製品については該当欄に○をつけて下さい。
6 持ち込み品のない人もなしと書いて提出して下さい。
7 船への搭載にクレーンが必要な機器は該当欄（クレーン車の有無）に○記入してください。

注）クレーン車のサイズを決めるのに“寸法・重量・設置希望場所”は非常に重要です。正確に記入して下さい。また必要に応じて船上配置図の提出をお願いします。

8 危険物を搭載する場合には、該当欄（危険物に該当）に○を記入してください。
9 外国為替及び外国貿易管理法が適用される物品については該当欄（貿管法令の適用）に○を記入してください。

物　品　名 寸法 重　量 使用電源

和　名
※経路

※　英　名
※金額

（経路1以外必須）

※印の欄は外航時には通関手続き上必要です。

Kg

V.A.Kw
電圧の他、容量（電
流値）を必ず記載し
てください

※貿管
法令の
適用の
有無

※シリアルNo.
（製造番号）

※
外国
製品

使用目的 設置希望場所

1

2

数量
B×L×H

7

8

危険物
に該当

3

4

5

6

※
メーカー・形　式

搭載時ク
レーンの
必要性の
有無

番号




